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研究成果の概要（和文）：本研究では、実空間と仮想空間の位置情報に基づき、各ユーザにとって信頼ある人お
よび情報とを瞬時に同時発見し、情報を介して即時的に情報交換可能な検索・通信技術の研究開発を目的とす
る。実空間の位置はSNSデータを発信した携帯端末の緯度経度、仮想空間はWebページのURLである。本研究のチ
ャレンジは、実空間と仮想空間の位置情報に基づく異種サービス間でのコンテンツのマッピングならびに信頼性
の高い人と情報の同時発見、さらに異種サービス間のシームレスなコミュニケーションの実現である。

研究成果の概要（英文）：The research goal is to develop a search and communication technology which 
can find high credibility users and information based on location of cyber and physical world. The 
location of the physical space is the latitude and longitude of the mobile phone that has sent the 
SNS data, and the location of cyber space is the URL of the web page.
The challenge of this research is the mapping of content between several services based on different
 location of cyber space and physical space,  and the findeing of reliable users and information 
simultaneously. Furthermore, it is the realization of seamless communication between different 
services.

研究分野： データ工学

キーワード： ソーシャルデータマイニング　ビッグデータ解析　時空間分析　ユーザ行動分析

  ４版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの情報検索やユーザ検索において、いずれかの検索対象に制約があり、特に観光や災害といった事象に
おいて信頼ある人を発見できず、知り合いでかつ特定のページでなければ有効な情報交換もできなかった。提案
手法は、WebおよびSNSのいずれの状況下でも信頼のある情報と人とを同時発見でき、全てのページ上で情報を共
有しながら即時的に情報交換ができる。このような原理に基づくサービスはこれまで例がなく、独創性は極めて
高い。また、既存の検索やSNSと比較して、大量の情報と人から瞬時に両方を発見でき、非常に有用性の高いも
のといえる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 現実空間の居場所を中心とした個人の活動を共
有することによって形成されている発信位置ベー
スの SNS は、群衆活動との相関性が高いと考え
られる。このような位置情報付き SNS （Twitter
や Foursquare）には、場所における個人の行動
予定や感想が表現されており、都市空間・地域に
対する社会的認知情報が映し出されているといえ
る。SNS データ分析に対する国際的な注目度は高
く、ACM SIGKDD や WWW 等の世界最高峰の
国際会議において発表されており、Hsieh(国立台
湾大)らの Foursquare における人々の場所への
チェックイン履歴を用いた場所の人気度・訪問
順・訪問時間・移動時間によるルート推薦[ACM 
SIGKDD’12]や、Qu らの投稿コンテンツを用い
て観察した人々の移動から場所の影響力推定 
[WWW’13]、KAIST と HP Lab でのツイートか
ら推測した感情に基づいたルート発見手法[WWW Companion’14]などが提案されている。こ
の様に場所の特徴抽出は高い精度で確立されつつあるが、信頼性の高いコンテンツならびに発
信ユーザの発見には至っていない。また、SNS ユーザ間のメッセージ交換は可能だが、Web
と SNS ユーザ間のメッセージ交換は特定サイトに限定されており、全ページを対象にできず、
異種サービス間でのコミュニケーションもできず、網羅性および柔軟性は低い。 
 一方で、米国の google に代表されるようにページとツイートの同時検索は、既に多くのサー
ビスとして提供されている。また、ユーザ発見技術は、古くは GroupLens や Ringo など、ア
クセス履歴からユーザ特性を分析し、興味の近いユーザを発見する研究が行われており、さら
に、ページ間のリンク構造だけでなく、ユーザのアクセス履歴情報から協調フィルタリングに
基づき、ページとユーザの両方を発見する研究も既に取り組まれている[Edward Chang 
(Google Research China) ACM CIKM’09]。しかしながら、Web と SNS のコンテンツ特性の
違いならびにそれらユーザ特性の違いが十分に考慮されていないため、信頼性の高いページと
ツイート、さらにそれらユーザの同時検索には至っていない。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、実空間と仮想空間の位置情報に基づき、各ユーザにとって信頼ある人および情
報とを瞬時に同時発見し、情報を介して即時的に情報交換可能な検索・通信技術の研究開発を
目的とする。実空間の位置は SNS データを発生した携帯端末の緯度経度、仮想空間は Web ペ
ージの URL である。本研究のチャレンジは、実空間と仮想空間の位置情報に基づく異種サー
ビス間でのコンテンツのマッピングならびに信頼性の高い人と情報の同時発見、さらに異種サ
ービス間のシームレスなコミュニケーションの実現である。これにより、観光等の定常時だけ
でなく、震災や事件といった突発的事象が起った際にも、各人にとって信頼性の高い情報を取
得でき、必要な人と即時コミュニケーションできる。また、様々な事象の下で実験検証を行い、
社会への普及を目指す。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、実空間と仮想空間の位置情報に基づき、各ユーザにとって信頼ある人および情報
とを瞬時に同時発見し、情報を介して即時的に情報交換可能な検索・通信技術の研究開発によ
り、提案する時空間情報検索精度ならびに新たなコミュニケーション形態の有用性を明らかに
するものである。研究期間では、次に挙げる 3つの要素技術を研究開発し、それらを連携させ
るフレームワークを構築し、実験を通して社会サービス基盤としての有効性を明らかにする。 
 
 (1) 実空間と仮想空間との位置情報に基づくツイートと Web ページの関連付け 
Web ページから抽出した空間キーワードから緯度経度を取得し、緯度経度を中心とした範囲内
において関連するツイートを抽出する。再現率と適合率のトレードオフを考慮したツイート取
得範囲の検討、場所名は含まれないが当該場所に関する内容となるツイート識別・抽出精度な
らびにノイズ除去精度を検証する。 
 
 (2) コンテンツとユーザの実時間同時検索 
Web ページのアクセスログデータならびに SNS のネットワーク構造（フォロー、フォロワー関
係）よりユーザ間の関係性を構築し、同時にページのリンク関係ならびにリツイートのリンク
関係を構築し、ページと Web ユーザを要素とする遷移確率行列ならびにツイートと SNS ユーザ
を要素とする遷移確率行列を形成することで、コンテンツとユーザの両方を同時に即時ランキ

 
 



ングする手法を研究する。また、アクセスログデータから、時間や特徴語の情報だけでなく代
表者がこれまで開発してきた感情辞書を用いることで、話題に対するユーザの感情値も算出し、
各要素へ重み付けることで、信頼性向上を目指す。 
 
 (3) 情報交換を促進する柔軟性の高いアクセシビリティ技術 
これまでにユーザ間のコミュニケーションにおいて「アバタ」の有効性が確認できており、こ
れに各ユーザの信頼性のレベルや滞在時間、発話数等をアバタの色や形に動的に反映させる。
また、ツイートの数や特徴に合わせて集約情報として変換・提示し、コンテンツ上での他ユー
ザとのコミュニケーション促進効果を検証する。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究では、実空間と仮想空間の位置情報に基づき、各ユーザにとって信頼ある人および情
報とを瞬時に同時発見し、情報を介して即時的に情報交換可能な検索・通信技術の研究開発を
目的とする。実空間の位置は SNS データを発生した携帯端末の緯度経度、仮想空間は Web ペー
ジの URL である。特に、実空間と仮想空間の位置情報に基づく異種サービス間でのコンテンツ
のマッピングならびに信頼性の高い人と情報の同時発見、さらに異種サービス間のシームレス
なコミュニケー ション技術の研究開発を目指すものである。  
 
 初年度となる平成 27 年度は実空間と仮想
空間との位置情報に基づく SNS データと Web
ページの関連付けおよびユーザ特性抽出に
よるページとユーザの信頼性 ランキング機
構を開発した（図 4-1）。まず、対象データの
取得ならびに分析を実施し、SNSデータと Web
データの相関性を検証した。SNS として
Twitter を対象とし、位置情報付きツイート
ストリームデータの取得管理機能を実装し
た。次にツイートと Web ページの関連付けな
らびに評価検証を行った。関連付け手法は、
Web ページから場所名を抽出し、場所名を緯
度経度に変換し、閾値の半径内で発信された
一定時間内のツイートを取得し、それらツイート集合から時空間に基づく重要度算出手法を開
発し、場所名に関連する特徴語として抽出した。これにより、明示的な場所名は含まれていな
いが、感想や意見を含みつつかつノイズではなくその場所に関するツイートを取得できた。 
 
 翌年度は位置情報に基づき取得し、Web ペ
ージと関連付けられた当該ツイートの定時
機能を、端末だけでなく各種スマートフォン
上のアバタ等として提示するアクセスビリ
ティの高いインタフェースを開発した。（図
4-2）。また、SNS データ対象領域を拡大し、
米国、日本に加えて欧州のジオ付きツイート
ストリーミングデータのビッグデータの収
集・管理も追加機能として新たに実装した。 
 
 欧州に拡張することで、これまで日本語と
英語のみを対象としていたが、さらに平成 29
年度は新たにフランス語、スペイン語、ドイ
ツ語、イタリア語、オランダ語の多言語分析を行った。また、多言語性とモビリティ性を考慮
したアバタとなるユーザ特性の可視化 Web システムを構築した。さらに、データ収集の範囲に
オーストラリア、アジア圏内に拡張した。 
 最終年度は、データ拡張によるビッグデータ分析を時空間ならびに多言語性を考慮すること
で群衆やユーザのこれまでにない特性抽出ならびに推薦や検索、可視化への適応を実現した。 
  
 以上、これらに関連する研究内容を本年度研究期間において、論文誌 7件、国際会議 12 件、
国内会議 15 件の成果発表を行った。 
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図 4-2:位置情報に基づく Web ページとツイートの 

関連付け（例：位置情報がルーブル美術館） 

図 4-1: コンテンツとユーザの関係性に基づく行

列(例：ページと Web ユーザ) 
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